
AI時代のスタンダードとなる
新しい情報検定
デジタル技術を使いこなすために必要な「情報」の基礎知識を問う

「情報」の
総合的な
知識を測定

再チャレン
ジ制度あり

（無料）

実社会に必要な「情報」の基礎が定着し

ているかを総合的に判定します。

不合格者は1度だけ再受検が可能です。

＊再受検での合格にも合格証明書は発行

されます。

高校の教科「情報」 or 代替科目履修者向け

Webによる
CBT受検 実施期間内であればいつでも受検可能、

合否もその場でわかります。



社会で求められる知識を３領域からバランスよく出題します。

出題領域

変化の激しい時代こそ、正しく社会を理解することが大切です。情報セキュリティ、ネットリテラシーなど社会を生きていくう

えで必要な知識を問います。

出題分野：著作権／セキュリティ技術・対策／インターネットをめぐるトラブル・対策／情報技術がもたらす社会の変化など

自身の課題にあわせてデジタル技術の活用方法を考え実践していくためには、技術の裏側にある仕組みの理解が大切です。能

動的な活用にあたって必須となる知識理解を問います。

出題分野：プログラミング／モデル化とシミュレーション／ネットワーク・インターネットの仕組み、など

多様なデータがあふれる昨今では、情報を適切に読み解く力が必要です。そのような正しいデータの取扱いができているかを

見極めます。

出題分野：データベース／データの分析／データの表現、など

デジタル技術を“活用できる”人材としての資格を証明

※問題見本は、次ページ参照ください。

詳しくはWebでご確認ください

https://p-series.benesse.ne.jp/

スコア700以上で合格です。

レベル・合格基準

結果返却

合否はスコアで判定。 3

領域の力が一目でわかり

ます。

受検結果（ 見本） 
合格認定証（ 見本） 

受検後、いつでもWebから

ダウンロードが可能です。

受検結果は受検後すぐにわかります。

受検結果（受検者全員）と合格認定証（合格者のみ）を、受検後すぐにPDF形式でWeb返却しています。

生徒の強み・弱みが一目でわかります。また、先生向けの団体用の結果も、Webで確認可能です。

2025年からP検は新しい形へ生まれ変わりました。

AIの登場で技術の進歩がめざましく変化の激しい今の時代、求められるのはデジタル技術を使いこなして

課題解決へと導く力です。しかし、適切にデジタル技術を使うためには前提として身につけておくべき“リ
テラシー”が存在し、デジタル技術が動作する裏側の“仕組み”を理解しておく必要があります。P検は、
そんなデジタル技術を使いこなすための土台となる知識の定着度を総合的に測ります。

情報社会

デジタル
技術

データ
サイエンス

再受検可能（無料）

不合格でも1回のみ再受検が可能。合格しやすい設計です。

模擬試験3回分を提供（無料）

十分に準備をしたうえで検定に臨めます。

ポイント①

ポイント②

1名からの希望者実施にも対応
生徒の興味関心にあわせて活用をご検討いただけます。

ポイント③

・レベルは「スタンダード」1種類のみです。

・正解率の目安は各検定回の本受検・再受検ごとに変動します。

・スコアは、500～1000の間で表示します。



問題サンプルは、こちらでご覧いただけます。

https://p-series.benesse.ne.jp/sample/「情報」の“知識”を社会で活用できるか試す出題

実社会における場面を想定し、学びを生かして解答を導けるかを問うています。教科学習の集大成としてご活用いただけます。 ※問題はイメージです。

付属の無料模擬試験（3回分）で

事前に練習ができます

情報社会(例) デジタル技術(例) ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ(例）



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

検定
第1回

7 / 1 (水) ～ 7/31（金）

第2回

2 /1 (月) ～ 2/28（日）

再受検 第1回 再受検
7 / 1 (水) ～ 8/31（月）

第2回 再受検

2 /1(月) ～ 3/31（水）

年度内２回の実施、再受検も可能です。

検定期間の間であればいつでも受検可能です。不合格の場合は1回のみ無料で再受検いただけます。

P検（ICTプロフィシエンシー検定試験）

主催者 株式会社ベネッセコーポ―レーション

実施会場 貴校  ※学校とりまとめでの実施のみ。個人での受検はできません。

日程
● 第1回：2026年7月1日(水)～7月31日（金）第1回再受検期間：2026年7月1 日(水)～8月3 1日（月）

● 第2回：2027年2月1日(月)～2月28日（日）第2回再受検期間：2027年2月1日(月)～3月3 1日（水）

※再受検は、各回の実施期間内での再受検となります。

申込み開始日 ● 第1回：2026年4月1日(水)

● 第2回：2026年10月1日(木)

対象者 高校1年生～3年生

測定する力 「情報Ⅰ」をベースに、DXリテラシー標準に対応した情報活用力

出題領域 ①情報社会  ②デジタル技術  ③データサイエンス ※４つの選択肢から正答選択いただく形式

出題形式 IBT（選択式問題ほか）※検定は、株式会社シー・ビー・ティ・ソリューションズの出題システムを利用して実施します。

※IBTとはInternet Based Testingの略称で、インターネットを経由してパソコン・タブレットで実施します。

レベル / 解答時間 スタンダード / 45分

合格基準
スコア700点以上（60％程度の正答率が目安）

検定料（税込） ご請求額：2,500円（標準検定料：2,700円）

受検結果（生徒用） 受検結果（受検者全員）と合格認定証（合格者のみ）を、受検直後にPDF形式でWeb返却

受検結果（先生用） Webで確認可能

実施スケジュール・お問い合わせ先

実施スケジュール


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

